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6.1 C言語とは

5.3 節 (p.74)の C言語を参照してください。

6.2 コンパイルとリンク

手続き型言語の内、コンパイラ1 (機械語に変換するプログラム)によってコンピュータが直接

実行できる機械語に翻訳 (コンパイル)してから実行する言語をコンパイラ言語と呼び、C言語も

その 1つです。C言語によるプログラムの作成手順は図 6.1のようになります。

① テキストエディタを使ってソースプログラム (原始プログラム)を作成する。

② コンパイラ (翻訳プログラム)でソースプログラムをコンパイル (翻訳)し、オブジェクトモ

ジュール (目的プログラム)を作成する (オブジェクトモジュールは完全な機械語プログラ

ムではない)。

③ リンカ (連結編集プログラム)でオブジェクトモジュールと標準ライブラリ関数 (下記参照)

をリンク (連結編集)し、ロードモジュール (実行形式モジュール)を作成する (完全な機械

語プログラムになる)。

標準ライブラリ関数 標準ライブラリ関数は誰でも必要とする基本的な仕事をする関数の集ま

りで、この関数によってコンピュータシステムの依存性から開放され、汎用性の高いプログラミ

ングを行うことができます。なお、標準ライブラリ関数は、各関数の定義と索引が記述されたヘッ

ダファイルと各関数のオブジェクトモジュールの集合体であるオブジェクトファイルで構成され

ています (「新訂 新 C言語入門 ビギナー編」の Chapter 11を参照のこと)。

1逆に、手続き型言語で書かれたプログラムの命令文を 1つずつ翻訳しながら実行するものをインタプリタと呼び、

BASICなどが該当します。
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図 6.1: コンパイルとリンク

なお、コンパイルの処理過程では、字句解析⇒構文解析⇒意味解析⇒コード最適化⇒コード生成と

いう手順を踏んでオブジェクトモジュールが生成されます。

6.3 インストールと使い方

本テキストでは、Microsoft社製のWindows OS上でUNIX環境を実現する Cygwinというシ

ステムに含まれるGNU CというC言語を使用します。Cygwinの入手方法とインストール方法に

ついてはインターネットや書籍などに詳しく解説されていますので、そちらを参照してください

(プログラミング演習を受講している方には、幸山特製のインストール CD-ROMを配布します)。

Cygwinのファイルシステムは図 6.2のようになっています。C言語で利用するコンパイラやリン

カなどのプログラムはディレクトリ「/usr/bin」に、ヘッダファイルはディレクトリ「/usr/include」

に、ライブラリファイルはディレクトリ「/usr/lib」にそれぞれあります。また、Windowsの

Cドライブや Zドライブは Cygwinのディレクトリ「/cygdrive/c」や「/cygdrive/z」に対応

しています。
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図 6.2: Cygwinのファイルシステム
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6.4 基本事項

• エラーメッセージをしっかり読む (よくあるエラー)。

• 漢字が文字化けする場合には文字化けする漢字の前に「Y」を入れる。

• ソースファイルの保存名に漢字を使用しない。


